
ボーカルイーズが完全リモートワー
クのティール組織となるには 

コミュニケーションツールの導入 
完全リモートワークのティール組織では、チームメンバー同士のコ
ミュニケーションが大変重要です。コミュニケーションが円滑に行
われることで、チームメンバーは相互に情報を共有し、タスクを効
率的に進めることができます。そのため、コミュニケーションツー
ルを導入することが必要です。

代表的なコミュニケーションツールとしては、チャットツールやビ
デオ会議ツールがあります。チャットツールは、チームメンバー同
士がテキストチャットでコミュニケーションを取ることができる
ツールです。一方、ビデオ会議ツールは、音声や映像を使って、リ
アルタイムでコミュニケーションを取ることができるツールです。
どちらのツールも、相互に情報を共有し、問題を解決するために有
効です。

また、コミュニケーションツールを導入するだけではなく、ツール
の使い方や適切な使い方についてのルールを設定することが重要で
す。ルールを設けることで、チームメンバー同士のコミュニケー
ションの質を向上させることができます。たとえば、チャットツー
ルでは、チャットの時間帯や返信の頻度などを定めることができま
す。ビデオ会議ツールでは、ミーティングの時間帯やアジェンダの
設定、資料の共有方法などを決めることができます。

コミュニケーションツールの導入は、ティール組織において重要な
一歩ですが、適切なルールの設定や運用が必要不可欠です。チーム
メンバーがツールを使いこなし、円滑なコミュニケーションを取る



ことができるようにするためには、ルールの周知徹底や定期的な
ルールの見直しも必要です。

透明性の高い情報共有 
リモートワークにおいて、チームメンバーが分散しているため、情
報共有が困難になることがあります。例えば、オフィスであれば、
会議室でのミーティングや社内メールでの情報共有などがあります
が、リモートワークではそれらの方法が使えないため、情報共有の
ルールを明確化することが必要となります。

まずは、情報共有のルールを明確化することが大切です。情報共有
の方法、タイミング、フォーマット、誰に情報を共有するかなど、
細かいルールを作り、全員で共有することで、透明性の高い情報共
有ができるようになります。

また、チーム内で共有する情報には、文書やファイル、タスクやス
ケジュール、報告書などがあります。これらの情報を一元管理する
ために、クラウドベースのプロジェクト管理ツールを導入すること
も有効です。プロジェクト管理ツールを利用することで、チームメ
ンバー全員が同じ情報にアクセスできるようになり、情報共有の透
明性が高まります。

さらに、リモートワークにおいては、チームメンバー同士のコミュ
ニケーションが大切です。情報共有だけでなく、情報収集や意見交
換も重要です。そのため、情報共有のルールに加え、チャットツー
ルやビデオ会議ツールを利用して、チームメンバー同士がスムーズ
にコミュニケーションを取ることが必要です。例えば、スケジュー
ル調整や報告などの共有は、チャットツールを使って簡単に行うこ
とができます。



以上のように、透明性の高い情報共有のためには、情報共有のルー
ルを明確化し、プロジェクト管理ツールやコミュニケーションツー
ルを導入することが重要です。また、チームメンバー同士がコミュ
ニケーションを取り合うことで、情報共有だけでなく、意見交換や
意思決定もスムーズに進めることができます。

リモートワークのルールの策定 
リモートワークのルールは、チームメンバーが適切に業務を行うた
めに必要なルールのことです。例えば、リモートワークの開始時間
や終了時間を定める、コミュニケーションツールの利用方法やルー
ルの設定、業務に関する報告や連絡の方法などが含まれます。これ
らのルールは、チームメンバーが自宅やカフェなど、様々な場所か
ら業務を行うため、チームメンバーが業務を適切に行えるようにす
るために必要です。

リモートワークのルールは、チームメンバーが一貫した基準で業務
を行えるようにするためにも重要です。たとえば、チームメンバー
が異なる時間帯に働いている場合、報告や連絡のタイミングが異な
ることがあります。そのため、リモートワークのルールを策定し、
チームメンバーが一貫したルールに基づいて業務を行うことができ
るようにする必要があります。

また、リモートワークのルールは、チームメンバーの生産性を高め
るためにも重要です。例えば、チームメンバーが自宅で業務を行う
場合、家族やペットの邪魔が入ることがあります。そのため、リ
モートワークのルールを策定し、チームメンバーが集中して業務を
行える環境を整えることが必要です。また、ルールを明確にするこ
とで、チームメンバーが適切な時間管理や業務管理を行えるように
なり、生産性の向上につながります。



リモートワークのルールの策定には、チームメンバー全員が参加
し、ルールの策定についての議論を行うことが重要です。チームメ
ンバーがルールに同意し、実際にルールを守ることができるように
することが必要です。また、リモートワークのルールは、変化に対
応する柔軟性があることも重要です。チームメンバーが新しいツー
ルや方法を導入したり、状況に応じてルールを変更することができ
るようにすることが必要です。

目標の共有と定期的な評価 
目標の共有と定期的な評価は、リモートワークにおいても重要な要
素です。まず、目標を明確に定め、全員が共有することが必要で
す。目標は、個人のタスクやチームの目標、企業全体の目標など、
様々なレベルで設定されることがあります。

リモートワーク環境では、チームメンバー同士が実際に会って話し
合うことが難しいため、オンラインミーティングを通じて目標を共
有することが有効です。また、オンラインツールを活用して、タス
クの進捗状況や問題点などを共有することも重要です。

定期的な評価は、目標達成の進捗状況を確認し、チームメンバーの
パフォーマンスを評価することが目的です。評価には、個人面談や
定期的なチームミーティング、フィードバックなどが有効です。リ
モートワーク環境においても、オンラインツールを活用して、目標
達成の進捗状況を共有し、チームメンバーの評価を行うことが必要
です。

定期的な評価は、業務改善のためのヒントを得ることができると同
時に、チームメンバーのモチベーションを高めることにもつながり
ます。また、目標設定や評価には、参加型のプロセスを取り入れる
ことで、よりチーム全体での共有感を高めることができます。



チームメンバーのワークライフバランスのサポート 
チームメンバーのワークライフバランスをサポートすることは、リ
モートワークにおいて非常に重要です。リモートワークでは、家庭
と職場が一体となるため、チームメンバーが適切な休息やリラック
スを取ることが難しくなることがあります。このため、チームメン
バーのストレスや疲れを軽減し、生産性を高めるために、以下のよ
うな施策が考えられます。

1. フレックスタイム制度の導入
フレックスタイム制度は、従業員が自由に出勤時間や退勤時間を調
整できる制度です。これにより、従業員は自分のライフスタイルに
合わせて、業務時間を調整することができ、ワークライフバランス
の改善につながります。

2. リモートワークの注意点の提供
リモートワークをする場合、適切な環境や注意点が必要です。たと
えば、適切な椅子や机、静かな環境などが必要です。また、定期的
な休憩やストレッチ、目の運動なども必要です。チームメンバーに
これらの注意点を提供し、リモートワーク中のストレスや疲れを軽
減することができます。

3. 定期的な休暇の推奨
休暇は、チームメンバーがリフレッシュし、ストレスを軽減するた
めに非常に重要です。定期的な休暇を取ることで、チームメンバー
がより生産的に業務を行うことができます。チームリーダーは、
チームメンバーに定期的な休暇を取るように推奨し、休暇の取得を
サポートすることが必要です。

これらの施策を導入することで、チームメンバーのワークライフバ
ランスをサポートし、ストレスや疲れを軽減することができます。



これにより、チームメンバーはより生産的に業務を行うことがで
き、チーム全体のパフォーマンスが向上することが期待されます。

チームビルディングの重視 
リモートワークにおいては、チームメンバー同士が直接会わないた
め、コミュニケーションが不足することがあります。このため、
チームビルディングの取り組みが重要になります。チームビルディ
ングは、チームメンバー同士が信頼関係を築き、協力し合い、生産
性を高めるための取り組みです。

具体的には、オンラインでのゲームや趣味の共有、バーチャルラン
チの開催、オンラインでのワークショップや研修などが考えられま
す。これらの取り組みにより、チームメンバー同士がコミュニケー
ションを取り、信頼関係を築くことができます。また、チームビル
ディングは、チームメンバーのモチベーション向上やストレス解消
にもつながります。

ただし、チームビルディングには適切なタイミングが必要です。長
時間のオンラインミーティングや、過剰なチームビルディングによ
り、チームメンバーの生産性が低下することもあるため、適切なバ
ランスを保つことが重要です。また、チームビルディングは、必ず
しもオンラインで行う必要はありません。チームメンバー同士が安
全に会える状況であれば、オフラインでの取り組みも有効です。

リモートワークにおいても、ティール組織の理念に基づく運営が求
められます。そのため、コミュニケーションツールの導入や透明性
の高い情報共有など、リモートワークに特化した取り組みが必要と
なります。また、チームメンバーのワークライフバランスのサポー



トやスキルアップ支援、チームビルディングの重視なども行い、
チームメンバーの生産性や満足度を向上させることが重要です。


